
　平塚ロータリークラブ会員各位におかれましては、平

素から警察行政全般にわたり御理解、御協力を頂き厚く

御礼を申し上げます。

　この度、貴重な機会を頂きましたので、平塚市内の治

安情勢の一端と、小官の赴任当日に署員に訓示した署長

としての業務遂行上の指針を開陳させていただきます。

　まず、市内の治安情勢ですが、平塚警察署では、「安

全で安心して暮らせる地域社会の実現」を目指し、「各

種犯罪の抑止及び検挙」に総力を挙げて取り組んでまい

りました。その結果、昨年１年間の当署管内（平塚市内）

における泥棒や暴行事件、性的犯罪等の刑法犯認知件数

は約 2,400 件、前年比マイナス約 500 件と、関係各位

の御尽力で、県全体の約 13％に比して約 18％と、２割

近く減少させることができました。

　しかしながら、市民の皆様が身近に感じる犯罪が懸念

されるところで、例えば、自転車やオートバイを盗むい

わゆる乗り物盗が、相変わらず全刑法犯の半数近くを占

めるほか、「ひったくり」が約 60 件でほぼ倍増、「空き巣」

が約 50 件で約３割増など、一歩間違うと強盗などの凶

悪犯罪に発展するおそれのある罪種が増加傾向となって

います。また、今や社会問題化している「振り込め詐欺」

については 40 件、ほぼ 10 日に１件ペースで、被害金

額は合計約１億 4,000 万円、１件当たり 350 万円以上

もの大切な老後の蓄えがだまし取られており、極めて憂

慮すべき事態となっております。

　一方、人身交通事故は、昨年中約 1,300 件で、やは

り関係各位の御尽力もあって前年より１割以上減少した

ものの、県下 54 署中ワースト１位、１日当たり 3.5 件、

うち１件が自転車絡みでした。交通事故で亡くなられた

方も７人という痛ましい数字となっています。一人一人

の交通ルールの遵守と交通マナーの向上を切望してやみ

ません。

　次に、小官が、昨年秋に赴任した際に署員に訓示した

内容です。

　第１は、「地域住民と共にある、住民のための警察に

徹する」ということ。公務員とは、「県民、地域住民を

雇用主とする公の使用人、召使い」であることを肝に銘

ぜよ。

　第２は、「何事も基本に徹しよう」ということ。換言

すれば「やるべきことはやり、してはいけないことはし

ない。」ということ。非違事案の絶無を期するためにも

重要。

　第３は、「三惚れ」、つまり「任地、仕事、人」に惚れ

ようということ。

　まず「任地」。縁も所縁もない平塚だが、せっかく赴

任したのだから、第二の故郷と思って、安全で安心な住

みやすいまちにしよう。

　次に「仕事」。元々、嫌な仕事、困難な仕事、危険な

仕事をするから、血税を原資とする給料がもらえるのだ

が、取組姿勢如何で、仕事は楽しくなり、生きがいとも

なる。
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＜出席報告＞

本日の卓話者ご紹介

 卓 話

本　日  4月  9日 会員数  60名 対象者  57名 出席者  43(40)名 出席率  71.67％
前々回  3月26日 会員数  61名 対象者  58名 出席者  42(39)名 出席率  72.41％ MUP  7名 計  49名 修正率  84.48％



　最後に「人」。これは地域住民は言わずもがな、同じ

釜の飯を食い、同じ苦労や喜びを分かち合う署員同士も

然り。また、両親や家族の大切さを忘れてはならない。

　以上３点を「署長指針」として署内や交番内に掲示さ

せ、業務遂行上の心構えとさせています。

　いずれにせよ、本年も署員が一丸となり、犯罪の抑止

及び検挙並びに人身交通事故の抑制対策に全力を傾注

し、事件・事故のない安全で安心な平塚を目指していく

覚悟です。

　会員の皆様におかれましては、今後とも御高配を賜る

ことをお願い申し上げるとともに、貴クラブ及び皆様の

益々の御発展と御健勝を心から祈念申し上げまして、拙

文を閉じさせていただきます。

　平塚警察署長　綿 引 直 也 様

◦昭和 32 年生まれ（57 歳）

◦平成 26 年（昨年）９月平塚警察署赴任

◦昭和 51 年春（39 年前）、地元の平塚江南高校卒業と

同時に、神奈川県警察官（巡査）を拝命。

◦１年間の警察学校での教養・訓練を経て、翌 52 年春、

保土ヶ谷警察署赴任と同時に神奈川大学第二法学部

（夜間）へ入学。大学へ通学しながら同署での３交替

制の交番勤務を皮切りに、横浜にある県警本部や県内

警察署（横浜水上署、戸塚署、川崎署、保土ヶ谷署（再）、

藤沢署、相模原南署）のほか、千葉県警、関東管区警

察局、警察庁（霞ヶ関）への出向を含め、27 回目の

異動で現在の平塚署長。

◦専門分野としては、本部国際テロ対策室長や第一機動

隊長など、いわゆる警備警察分野が長いが、そのほか、

人事部門に相当する本部警務課で警察職員の採用や増

員要求、各警察署の係編成や人員配置の見直し、婦人

警察官から女性警察官への名称変更。また、本部監察

官室で、警察職員による不祥事案の処分等を担当。ま

た、一時、全国ワーストワンになった本県の振り込め

詐欺やひったくりの対策プロジェクトの責任者や、県

下の全交番や駐在所の適正配置（統廃合）の将来構想

等を担当してきた。

◦署長職は、相模原南署長に続いて２か所目。妻は同業

で、現在、大船警察署長。

＜幹事報告＞

◎平成27年度平塚市平和推進事業説明会開催のお知らせ
　日　時：4/24（金）　１０：００～１１：３０

　会　場：平塚市教育会館１F　実技研究室

◎寒川ロータリークラブより「公開例会」のご案内
　日　時：4/27（月）18:00 点鐘

茅ヶ崎警察署刑事課薬物銃器対策係より講師をお招き

し「危険ドラッグ」について講演を致します。

　詳細は寒川 RC 事務局まで。☎ 0467-73-0046

◎ガバナー補佐引継ぎ会のご案内
　日　時：５／２７（水）　１８：００～

　場　所：「イタリア館」

　参加費：６，０００円

　＊当クラブパスト・ガバナー補佐　成瀬正夫会員・升

水一義会員・桐本美智子会員

◎ロータリー米山記念奨学会より、第 38 回米山功労ク
ラブとして表彰されました。

「米山功労クラブ」は個人・法人・クラブ扱い等のす

べての特別寄付が対象となり、累計額 100 万円を超

えるごとに表彰となります。

当クラブの現累計額は

38,112,525 円となりました。

ご協力有難うございます。

＜メークアップ＞　　　　　　７名

　　　　　　北本省三・鳥山優子・片野之万・成瀬正夫

　　　　　　杉山昌行・高橋建二・柏手　茂　会員

＜本日のスマイル＞　　　　１５名

＜ゲスト＞　　　　　　　　　１名

　　　　　　　　　　　　　　卓話者　綿引直也様

＜ビジター＞　　　　　　　０名

＜卓話・行事予定＞

４月２３日（木）　　入会記念卓話　米山俊二会員

　　３０日（木）　　休会（定款による）

５月　７日（木）　　金井酒造所　

　　　　　　　　　　　専務取締役　佐野博之様

　　１４日（木）　　春の家族会

　　　　　　　　　　　（ホテルでの例会はありません）

　　２１日→１９日（火）　平塚北 RC との合同夜間例会

＜市内例会変更＞　

＜メークアップ＞

＜本日のスマイル＞

＜卓話・行事予定＞

＜幹事報告＞

＜ゲ 　 ス 　 ト＞

＜ビ　ジ　タ　ー＞

卓話者プロフィール

＜市内例会変更＞

クラブ会報委員会　　◎日坂泰之　　○中村　豊　　杉山幹生　　西村裕子　　鈴木條一　　粟野　裕

平塚西  4/29 ㈬  休会

平塚南
 5/15 ㈮  休会
 5/22 ㈮ → 20 ㈬  家族親睦バス旅行
 5/22 ㈮  夜間例会


